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(57)【要約】
【課題】基端に金属製の折れ止めコイルが設けられた可
撓性挿入部を、作動不良等の原因にならないように操作
部に確実かつ強固に連結することができる内視鏡用処置
具の連結部及びその製造方法を提供すること。
【解決手段】操作部１０の先端に形成された孔１５の内
面部分を溶解し、それによって折れ止めコイル７を孔１
５内に固定した。その製造方法は、折れ止めコイル７部
分を高周波磁場内に置くことにより加熱して、操作部１
０の先端に形成された孔１５に折れ止めコイル７を差し
込むことにより、操作部１０の折れ止めコイル７と接触
する部分が溶解されて折れ止めコイル７が孔１５内に固
定されるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】金属製の折れ止めコイルが可撓性挿入部の
基端外周部分に設けられ、熱可塑性のプラスチック材か
らなる操作部の先端に形成された孔に上記折れ止めコイ
ルを固定することにより、上記可撓性挿入部と上記操作
部とが連結されるように構成された内視鏡用処置具の連
結部において、
上記操作部の先端に形成された孔の内面部分を溶解し、
それによって上記折れ止めコイルを上記孔内に固定した
ことを特徴とする内視鏡用処置具の連結部。
【請求項２】金属製の折れ止めコイルが可撓性挿入部の
基端外周部分に設けられ、熱可塑性のプラスチック材か
らなる操作部の先端に形成された孔に上記折れ止めコイ
ルを固定することにより、上記可撓性挿入部と上記操作
部とが連結されるように構成された内視鏡用処置具の連
結部の製造方法において、
上記折れ止めコイル部分を高周波磁場内に置くことによ
り加熱して、上記操作部の先端に形成された孔に上記折
れ止めコイルを差し込むことにより、上記操作部の上記
折れ止めコイルと接触する部分が溶解されて上記折れ止
めコイルが上記孔内に固定されるようにしたことを特徴
とする内視鏡用処置具の連結部の製造方法。
【請求項３】上記操作部の先端に形成された孔の内径が
上記折れ止めコイルの外径より小さく、上記操作部先端
の孔に上記折れ止めコイルが圧入される請求項２記載の
内視鏡用処置具の連結部の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡用処置具の
連結部及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】可撓性挿入部の基端に操作部が連結され
た構成の内視鏡用処置具においては、可撓性挿入部が操
作部との連結部近傍で急激に曲がって座屈しないよう
に、可撓性挿入部の基端部分に折れ止め部材が設けられ
たものが少なくない。
【０００３】そして、可撓性挿入部のシースとして金属
細線を一定の径で密着巻きしたコイルパイプが用いられ
た処置具では、折れ止め部材としても金属製のコイルパ
イプが広く用いられている。
【０００４】そのような折れ止めコイルは、シースを形
成するコイルパイプの基端部分を囲むように配置され
て、両者の基端どうしがロー付けや半田付け等により固
着されている。
【０００５】したがって、折れ止めコイルを操作部に固
定することにより可撓性挿入部と操作部とが連結され、
その連結手段としては、操作部側に螺合させた小ネジの
先端で折れ止めコイルを側方から押圧したり、折れ止め
コイルの基端外周を操作部側に形成された孔内に接着剤
で接合していた。
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【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のように
操作部側に螺合させた小ネジの先端で折れ止めコイルを
側方から押圧する構造の場合は、使用を重ねると小ネジ
の締め付けが緩んで連結部がガタついてしまう場合があ
るだけでなく、小ネジを強く締め込み過ぎると折れ止め
コイルが変形してコイルの隙間が開き、ガタ付きが発生
する場合がある。
【０００７】また、接着剤で連結部を固定すると、十分
な連結強度を得ようとすればするほど接着剤の量が多く
なって、接着剤がシースの内部へ流れ込んで作動不良等
を起こし易く、接着剤の量を減らすと接合強度が不足し
てガタつきが発生し易い。
【０００８】そこで本発明は、基端に金属製の折れ止め
コイルが設けられた可撓性挿入部を、作動不良等の原因
にならないように操作部に確実かつ強固に連結すること
ができる内視鏡用処置具の連結部及びその製造方法を提
供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用処置具の連結部は、金属製の折れ
止めコイルが可撓性挿入部の基端外周部分に設けられ、
熱可塑性のプラスチック材からなる操作部の先端に形成
された孔に折れ止めコイルを固定することにより、可撓
性挿入部と操作部とが連結されるように構成された内視
鏡用処置具の連結部において、操作部の先端に形成され
た孔の内面部分を溶解し、それによって折れ止めコイル
を孔内に固定したものである。
【００１０】また、本発明の内視鏡用処置具の連結部の
製造方法は、金属製の折れ止めコイルが可撓性挿入部の
基端外周部分に設けられ、熱可塑性のプラスチック材か
らなる操作部の先端に形成された孔に折れ止めコイルを
固定することにより、可撓性挿入部と操作部とが連結さ
れるように構成された内視鏡用処置具の連結部の製造方
法において、折れ止めコイル部分を高周波磁場内に置く
ことにより加熱して、操作部の先端に形成された孔に折
れ止めコイルを差し込むことにより、操作部の折れ止め
コイルと接触する部分が溶解されて折れ止めコイルが孔
内に固定されるようにしたものである。
【００１１】そして、操作部の先端に形成された孔の内
径を折れ止めコイルの外径より小さくして、操作部先端
の孔に折れ止めコイルが圧入されるようにすれば、折れ
止めコイルと操作部との連結状態をより強固にすること
ができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡用生検鉗子を示しており、内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿通される可撓性シース１
は、ステンレス鋼線を一定の径で螺旋状に密着巻きした
コイルパイプによって形成されている。可撓性シース１



(3) 特開２００２－１１３０１１

10

20

30

40

3
の先端付近の部分は、素線径が細い軟性部１Ａになって
いる。２は、コイルパイプどうしを接続する接続パイプ
である。
【００１３】可撓性シース１内には、軸線方向に進退自
在に操作ワイヤ３が全長にわたって挿通配置されてお
り、可撓性シース１の先端に固着された先端保持枠４に
は、一対の鉗子カップ５が支軸６を中心に嘴状に開閉自
在に支持されている。
【００１４】１０は、操作ワイヤ３を進退操作するため
の操作部であり、棒状の操作部本体１１は、例えばポリ
サルホン、ポリフェニレンサルファイド又はポリエーテ
ルサルホン等のような熱可塑性プラスチック材によって
形成されている。
【００１５】そして、操作ワイヤ３の後端が連結された
スライダー１２を操作部本体１１に沿って移動させるこ
とにより、操作ワイヤ３が軸線方向に進退して鉗子カッ
プ５が開閉する。
【００１６】また、操作部１０に隣接する部分で可撓性
シース１が急激に曲がって折れるのを防止するための折
れ止めコイル７が、可撓性シース１の基端の外周を囲ん
で設けられている。折れ止めコイル７は、例えばステン
レス鋼線を可撓性シース１の外側に緩く被さる一定の径
に螺旋状に巻いたコイルパイプによって形成されてい
る。
【００１７】図３は、上述の内視鏡用処置具の連結部
が、製造工程において可撓性シース１側ユニットと操作
部１０ユニットとに分けて組み立てられて、両ユニット
が連結される前の状態を示しており、可撓性シース１と
折れ止めコイル７とは基端どうしが銀ロー付け等によっ
て固着されている。
【００１８】また、操作ワイヤ３が可撓性シース１の基
端から延出する部分には、補強用ステンレスパイプ３Ａ
が被覆されていて、その突端には、スライダー１２に連
結される連結駒３Ｂが固着されている。
【００１９】操作部本体１１の先端部分には、折れ止め
コイル７の基端が嵌め込まれる孔１５が形成されてお
り、この孔１５内に折れ止めコイル７の基端を嵌め込ん
で固着することにより、可撓性シース１側ユニットと操
作部１０ユニットとが固定的に連結された状態になる。
【００２０】図１は、折れ止めコイル７の基端を操作部
本体１１の先端の孔１５に嵌め込んで固着する工程を示
しており、折れ止めコイル７と操作部本体１１とが各々
固定治具５１，５２によって固定されている。
【００２１】そして、高周波電流が流される高周波通電*
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*コイル６０が孔１５部分の周囲を大きく囲んで配置され
ており、高周波通電コイル６０に高周波電流を通電する
と、電磁誘導により折れ止めコイル７内に生じるジュー
ル熱によって折れ止めコイル７が加熱される。
【００２２】したがって、加熱された折れ止めコイル７
の基端部分を孔１５に差し込むことにより、操作部本体
１１の折れ止めコイル７と接触する部分（孔１５の内周
面）が溶解され、それによって折れ止めコイル７が孔１
５に固定され、可撓性シース１側ユニットと操作部１０
ユニットとが連結された状態になる。
【００２３】また、孔１５の内径寸法を折れ止めコイル
７の外径寸法より僅かに（例えば０．０５～０．５ｍｍ
程度）小さく形成しておいて、折れ止めコイル７を孔１
５内に圧入するようにすれば、折れ止めコイル７が孔１
５の内周面を熱溶解しながら圧入され、可撓性シース１
側ユニットと操作部１０ユニットとの連結状態がより強
固なものになる。
【００２４】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば本発明は生検鉗子以外の各種内視鏡
用処置具に適用することができる。
【００２５】
【発明の効果】本発明によれば、操作部の先端に形成さ
れた孔の内面部分を溶解し、それによって折れ止めコイ
ルを孔内に固定したことにより、基端に折れ止めコイル
が設けられた可撓性挿入部を、作動不良等の原因になら
ないように操作部に確実かつ強固に連結することがで
き、金属製の折れ止めコイル部分を高周波磁場内に置く
ことにより加熱すれば、連結作業を極めて確実かつ容易
に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用生検鉗子のシース側
ユニットと操作部ユニットとを連結する工程の側面断面
図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用生検鉗子の側面図で
ある。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用生検鉗子のシース側
ユニットと操作部ユニットの側面図である。
【符号の説明】
１  可撓性シース
７  折れ止めコイル
１０  操作部
１１  操作部本体
１５  孔
６０  高周波通電コイル
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